
林　幹也さん
町外からUターンして、農業研修生として研修中。
研修修了後は家業であるりんご農家を継ぎ、
特産品である阿毘縁高原りんごの生産を継承され
ます。

Nichinan Town Magazine 
No.956

広報
2024

7
はやし みきや



 広報にちなん令和６年７月　  23　  広報にちなん令和６年７月

にちなんオーガニックビレッジ
　（有機農業の産地化）を目指して
令和５年度から国の「みどりの食料システム戦略」に基づく有機農業のモデル事業に取り組み、
令和６年の４月には県内初の「オーガニックビレッジ宣言」を行い、町を挙げて有機農業の
産地に取り組む宣言を行いました。今月の広報にちなんでは、その概要をお知らせします。

そ
も
そ
も
「
有
機
農
業
」
と
は

　
日
本
に
お
け
る
「
有
機
農
業
」
と

は
「
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
で
定
義
さ
れ
て
い
る
①
化
学
的

に
合
成
さ
れ
た
肥
料
お
よ
び
農
薬
を

使
わ
な
い
、
②
遺
伝
子
組
換
え
技
術

を
利
用
し
な
い
、
③
環
境
負
荷
を
で

き
る
だ
け
減
ら
し
て
生
産
す
る
農
業

の
こ
と
で
す
。

　
「
有
機
農
業
」
＝
「
無
農
薬
」
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
化
学
的
に
合
成

さ
れ
た
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
農

業
を
意
味
し
ま
す
。

関
心
の
高
ま
る
有
機
農
業

　
有
機
農
業
は
近
年
、
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
省
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
有
機
食
品
市
場
規
模
は

20
億
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

農
業
会
議
所
の
「
新
規
就
農
者
の
就

農
実
態
に
関
す
る
調
査
」
で
も
、
新

規
就
農
者
の
約
４
人
に
１
人
が
有
機

農
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
傾

向
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
南
町
に
お
い
て
も
「
有
機
農
業
を

し
た
い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
近

年
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

な
ぜ
町
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
に
取
り
組
む
の
か
？

　
消
費
者
・
生
産
者
・
国
と
も
に
有
機

農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は

前
述
の
と
お
り
で
す
が
、
町
内
に
お
い

て
は
有
機
農
産
物
の
販
売
実
績
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
販
路
は
も
ち
ろ
ん
栽
培
体

系
さ
え
も
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
有
機
農
業
に
関
心
の
あ
る

生
産
者
と
流
通
業
者
、
そ
れ
を
支
援
す
る

町
や
農
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
町
ぐ
る
み

で
有
機
農
業
に
打
っ
て
出
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
町
内

の
生
産
者
が
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
有
機

農
業
に
参
入
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
本

町
の
気
候
条
件
に
合
っ
た
栽
培
体
系
の
確

立
と
販
路
開
拓
を
行
う
こ
と
で
す
。

有
機
農
業
の
課
題

　
一
方
で
、
実
際
に
有
機
農
業
を
行

う
に
は
課
題
も
存
在
し
ま
す
。
例
え

ば
農
作
物
に
「
有
機
」
と
表
示
し
て

販
売
す
る
に
は
、
有
機
J
A
S
認
証

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
農
林
水

産
省
の
登
録
認
証
機
関
の
検
査
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
書
類
審
査
や
実
地

検
査
が
あ
り
、
認
証
費
用
も
か
か
る

た
め
、
農
業
者
の
負
担
は
決
し
て
小

さ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
農
薬
を
使
わ
な
い
た
め
、

病
害
虫
や
雑
草
対
策
が
難
し
く
、
化

学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
た
め
、

そ
の
分
の
コ
ス
ト
は
下
が
っ
た
と
し

て
も
、
代
わ
り
に
作
業
時
間
は
増
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
慣
行
栽
培

と
比
較
し
て
手
間
が
か
か
る
わ
り
に
、

収
量
が
下
が
る
と
い
っ
た
傾
向
も
あ

り
ま
す
。

日
南
町
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
と
は

　
日
南
町
が
取
り
組
む
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
は
、
中
山

間
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
「
付
加

価
値
型
農
業
の
推
進
」
で
す
。

　
反
収
や
生
産
効
率
の
面
か
ら
も
、

中
山
間
地
域
の
農
業
は
平
地
と
比
べ

て
厳
し
い
状
況
が
あ
る
中
で
、
中
山

間
地
域
に
し
か
で
き
な
い
、
中
山
間

地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
有
機
農

業
」
へ
の
挑
戦
を
行
う
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
産
地
づ
く
り
に
結
び
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

課
題
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
を

一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

　
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
「
有
機
栽

培
」
を
名
乗
る
に
は
有
機
J
A
S
認

証
が
必
要
で
す
が
、
日
南
町
で
は
、

国
の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
お
け
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
有
機
J
A
S

認
証
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
員
に
よ
る
人

的
支
援
、
有
機
J
A
S
認
証
取
得
の

た
め
の
費
用
負
担
の
支
援
に
よ
り
、

認
証
取
得
農
家
の
増
加
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

病
害
虫
・
雑
草
対
策
、
収
量
ア
ッ
プ

の
取
り
組
み

　
農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
ス
マ
ー
ト
機
械
の
導
入
に
よ
り
、

除
草
作
業
の
労
力
を
削
減
し
、
太
陽

熱
消
毒
に
よ
る
病
害
虫
、
雑
草
対
策

を
行
う
こ
と
で
、
初
期
の
雑
草
対
策

を
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
B
L
O
F
理
論
（※

高
品

質
・
高
栄
養
価
・
高
収
量
な
農
作
物

の
生
産
を
、
土
づ
く
り
に
着
目
し
て

科
学
的
・
論
理
的
に
生
産
す
る
理

論
）
の
導
入
に
よ
り
、
病
害
虫
に
強

く
、
か
つ
食
味
・
糖
度
の
高
い
農
作

物
の
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
令

和
６
年
度
か
ら
は
月
１
回
程
度
の
割

合
で
B
L
O
F
理
論
の
研
修
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

有
機
農
産
物
を
全
国
へ

　
昨
年
５
月
に
発
足
し
た
官
民
連
携

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
、

販
路
、
流
通
、
消
費
と
い
っ
た
農
業

生
産
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
流
通
網
）
で
の
有
機

農
業
推
進
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
栽
培
す
れ
ば
売
れ

る
！
」
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
給
食
に
も
有
機
農
産
物
を

提
供
す
る
仕
組
み
作
り
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

鳥取県内初のオーガニックビレッジ宣言官民
連携でのプロジェクトを推進しています

昨年収穫された有機ニンジンは、
学校給食でも使用しました

農機具メーカー ヤンマーの協力により、畑
作の初期除草を省力化

学校給食にも有機農産物を積極
的に取り入れた「つながる給
食」を目指します

水稲作付においても、農研機
構や農業ベンチャー企業と連
携した実証を開始しています

環境負荷軽減・付加価値の向上による
農業所得向上を

有機農業は手間がかかる、収量が下がる、といった有機農業の課題を解決することで、
地域全体での有機農業の産地づくりを実践していきます。
日南町の農業の選択肢の一つとして「有機」を位置づけ、

町内の農業者のみならず、全国から有機農業を実践したい移住者を呼び込み、
持続可能な農業の在り方、農産物をつくり続けられる環境を整えていきます。
こどもたちの「食育・食農」教育の推進、学校給食の有機農作物の普及を図り、

　　　　　地域と農業者・消費者がそれぞれ「つながる」食の産地づくりの実践を図っていきます。
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と
な
り
ま
す
。
令

和
６
年
度
か
ら
は
月
１
回
程
度
の
割

合
で
B
L
O
F
理
論
の
研
修
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

有
機
農
産
物
を
全
国
へ

　
昨
年
５
月
に
発
足
し
た
官
民
連
携

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
、

販
路
、
流
通
、
消
費
と
い
っ
た
農
業

生
産
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
流
通
網
）
で
の
有
機

農
業
推
進
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
栽
培
す
れ
ば
売
れ

る
！
」
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
給
食
に
も
有
機
農
産
物
を

提
供
す
る
仕
組
み
作
り
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

鳥取県内初のオーガニックビレッジ宣言官民
連携でのプロジェクトを推進しています

昨年収穫された有機ニンジンは、
学校給食でも使用しました

農機具メーカー ヤンマーの協力により、畑
作の初期除草を省力化

学校給食にも有機農産物を積極
的に取り入れた「つながる給
食」を目指します

水稲作付においても、農研機
構や農業ベンチャー企業と連
携した実証を開始しています

環境負荷軽減・付加価値の向上による
農業所得向上を

有機農業は手間がかかる、収量が下がる、といった有機農業の課題を解決することで、
地域全体での有機農業の産地づくりを実践していきます。
日南町の農業の選択肢の一つとして「有機」を位置づけ、

町内の農業者のみならず、全国から有機農業を実践したい移住者を呼び込み、
持続可能な農業の在り方、農産物をつくり続けられる環境を整えていきます。
こどもたちの「食育・食農」教育の推進、学校給食の有機農作物の普及を図り、

　　　　　地域と農業者・消費者がそれぞれ「つながる」食の産地づくりの実践を図っていきます。
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お世話になります 令和６年度

自治会長のみなさん
宮
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大宮まちづくり協議会

大塚 正司
阿毘縁むらづくり協議会

生田 享也
山上まちづくりの会

木村 正史
日野上まちづくり協議会

山本 静夫

自治協議会　会長
福栄まちづくり協議会

松田 正
石見まちづくり協議会

福岡 正純
多里まちづくり推進協議会

榎尾 稔正

まち(むら)づくり協議会　会長のみなさん※敬称略
※大宮まちづくり協議会は会長代行

※

※自治協議会とは･･・各地域のまち（むら）づくり協議会の連携及び行政との地域の協働による地域活力の譲成を目的として成立された協議会
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◎自衛官候補生（陸･海･空）
年　　齢：18歳以上33歳未満
受付期間：随時（試験日は受付時にお知らせ）
◎一般曹候補生（陸･海･空）
対　　象：18歳以上33歳未満
受付期間：7月1日～9月3日
試　験　日：1次…9月14日～9月22日の指定日
　　　　　2次…10月12日～10月 27日の指定日
◎航空学生（海･空）
対　　象：18歳以上23歳未満の方または
　　　　　高専3年次修了者 (海 )
　　　　　18歳以上24歳未満の方または
　　　　　高専3年次修了者 (空 )
受付期間：7月1日～9月7日
試　験　日：1次…9月16日
　　　　　2次…10月12日～10月 17日の指定日
　　　　　3次…(海 )11月 15日～12月 11日の指定日
　　　　　　　　 ( 空 )11月 9日～12月 12日の指定日

◎自衛官採用制度説明ブース開催！　7月13日　10:00～ 12:00　役場防災会議室
　自衛官採用制度や待遇について説明！ご来場の方に自衛隊グッズプレゼント！
　参加手続きや費用などは不要です。どなたでもお気軽にお越しください！

【問合せ】自衛隊米子地域事務所　TEL：0859-33-2440

〇対象となる人
　前年の合計所得金額が1,805万円以下の方で個人住民税所得割の納税義務者
〇減税額
　本人、配偶者を含む扶養親族1人につき、４万円（住民税１万円＋所得税３万円）

◎定額減税額が年税額を上回る人は、その差額を調整給付金として支給することになります。
　対象者には、7月上旬に通知の送付を予定しています。

◎防衛大学校学生
対　　象：18歳以上21歳未満の方または
　　　　　高専3年次修了者
受付期間：7月1日～10月 17日
試　験　日：1次…11月 2日
　　　　　2次…11月30日～12月 4日の指定日
◎防衛医科大学校医学科学生
対　　象：18歳以上21歳未満の方または
　　　　　高専3年次修了者
受付期間：7月1日～10月 9日
試　験　日：1次…10月 19日
　　　　　2次…12月11日～12月 13日の指定日
◎防衛医科大学校看護学科学生
対　　象：18歳以上21歳未満の方または
高専3年次修了者
受付期間：7月1日～10月 2日
試　験　日：1次…10月 12日
　　　　　2次…11月 23日・24日の指定日

自衛官募集！ 自衛官候補生・一般曹候補生・
航空学生・防衛大学校学生を募集します。

定額減税制度とは・・・？
●各種給付金と合わせた、政府による生活支援の一環です。

●定額減税しきれないと見込まれる方への調整給付金について

◎給与から天引きの人は原則、徴収開始の6月徴収が無く、7月から11か月分割で徴収します。
　（ほかにも課税の内容によって様々なパターンがあります）
◎4期に分けて税金を払う普通徴収の人は、1期から順に減税されます。
　（例：減税額3万円で1期の税額が3万円の人は、1期目が全額減税され2期目から支払いが発生します。）
◎年金から天引きの人は原則、10月の年金の引き去り額から順に減税されます。
　上の主な3つの減税方法以外にも、徴収方法によりいろいろな減税の仕方があります。

●住民税が減税されるタイミングは税金の納め方によって異なります。

【問合せ】役場住民課　税務室　TEL：８２－１１１２

所得税（国税）については、国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」をご覧いただくか、米子税務署（電話
0859-32-4121）まで、住民税については、日南町ホームページをご覧いただくか、役場住民課までお問い合わ
せください。

住民税
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福万来ホタル乃国2024
開催のご案内

　６月27日(木)から７月９日(火)まで「福万来ホタル乃国
2024」を開催します。
　今年は日南町民のみなさんは「入国料無料」で観賞して
いただけます。
　日南町民の方と分かるように赤色の「たったもカード」を
ご持参し、スタッフに提示して下さい。
　期間中、何度でもご来場いただけます。
複数名でご来場の場合も、代表者の方が提示されれば
「OK」です。
シャトルバスは今年も道の駅から予約制で運行いたします。

　また、今年は日南町民のみなさんは自家用車で直接「福万来ホタル乃国」現地までお越しいただくこ
とも可能です。
　福万来現地上手側と下手側に日南町民用の駐車場がありますので、スタッフの指示に従って駐車して
下さい。
　その際は、代表者の方が「たったもカード」を提示して入国して下さい。
　記載の福万来現地上手側・下手側の駐車場をご確認下さい。

【福万来ホタル乃国2024】
　詳しく知りたい方は、町観光ホーム
ページ「よりみちにちなん」をご覧いた
だくか「山里Loadにちなん」
（ TEL　82-1715 )まで
お問合せ下さい。
　みなさんのご来場をお待
ちしております。

至 茶屋

至 かすみ

県道
10
7号
（横
田伯
南線
）

シャトルバス発着場所

P

P

駐車場について
『福万来ホタル乃国2024』

詳しくは、現地スタッフに
お尋ねください。

下手駐車場

上手駐車場

【問合せ】山里LoadにちなんTEL：82-1715、役場地域づくり推進課TEL：82-1115

町民のみなさんへ
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　町教育委員会が管理する総合グラウンド、町体育館、町武道館、町テニスコートの利用について、オンライ
ン予約をスタートしました。今回はオンライン予約の手順について紹介します。なお、従来どおり紙の申請書
での予約も受け付けています。ご不明な点はお問合せください。

■ 予約手順 ■

①予約URLへアクセス

希望日時に施設が利用可能かどうか、予約URLにア
クセスして空き状況を確認してください。なお、利
用の２か月前から予約が可能です。
②画面の案内に沿って、必要事項を入力

希望の時間帯が空いていれば、利用時間や氏名、住
所、連絡先、メールアドレスを入力してください。
③予約完了メールの受信

②で入力したメールアドレスへ予約完了メールが届
きます。これで予約は完了です。予約完了メールが
許可証となります。使用終了時間まで削除しないよ
うにしてください。

■ 当日の利用方法 ■

○総合グラウンド

予約した時間に利用可能です。ナイター設備を利用
される場合、事前に教育委員会でナイターコインを
受け取ってください。
○町体育館、町武道館、町テニスコート

利用前に「ファミリーファッションささき」で施設
の鍵を借りてください。オンライン予約の場合は、
予約完了メールを提示してください。終了後、鍵は
速やかに返却してください。
○注意事項

・使用前後に施設に異常がないか確認し、故障や破
　損などを発見した場合は、教育委員会へご連絡下
　さい。
・使用後には、施設の清掃・施錠をお願いします。
■問合せ■

日南町教育委員会事務局
　電話　82-1118

社会体育施設のオンライン予約をスタートしました

グラウンド予約 武道館予約体育館予約テニスコート予約

外国語指導助手
ルーシーの Happy Column Hello!

ルーシーです

夏のクロスワードパズル
＊単 語＊
beach
cool
fan
festival
fireworks
food stall
hot
humidity
ice cream
pool
shaved ice
sunscreen
swim
travel
watermelon

ビーチ
涼しい
扇子・団扇・扇風機
祭り
花火
屋台
暑い
湿度
アイス
プール
かき氷
日焼け止め
泳ぐ
旅行する
スイカ

①、⑬：温度
④、⑩、⑭：食べ物
②：太陽の日差しから肌を守るもの
⑥：暑さをしのぐための道具

日本の夏、⑤が高くて蒸し暑いです
③や⑦で、⑧のが楽しみ
⑫で⑪を見て、⑮で食べ物を買おう
休み中、どこかへ⑨しようかな～

＊ヒント＊
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日南町家庭教育支援チーム

いちい応援隊
　０歳～18歳までの子育て世帯を応援するためのチームです。拠点づくり、相談、講演会、家庭訪問

などを実施し、保護者に寄り添っていきます。

いつでも気軽に話ができる、居場所にお越しください。いばしょ
地域に出かけて家庭訪問を行います。

子育てのお話をお聞かせ下さい。ちいき

一緒にわくわくできる、親子体験や講演会を行います。いっしょに

いちい応援隊とは？

イチイの葉の先端は尖っていますが
柔らかく痛くありません
そして 寒さに強い木です

優しさと厳しさを兼ね備えていて
まさに

保護者のみなさんそのものです

★いちい応援隊メンバー紹介
　今年度からこども若者未来課とも連携をとっています。

若月　好 坪倉　早苗 山本　まゆみ 河本　みゆき榎尾　光子嶋川　洋子

片岡　真由美 金森　弓束 平井　千佳子山中　優子

【問合せ】　教育委員会事務局
        82-1118(山中・平井)
        080-8989-2618(金森) 
        080-8989-2617(片岡)



まちの話題まちの話題

アイガモロボ入水

　水田で雑草の発生を抑えるために開発されたアイガモロボを、

ファーム白谷ほ場、ノータス研究所ほ場、エコファームHOSOYAほ場

の３か所で実証を行いました。高さ20cm全長80cmのロボットは稲と

稲の間を自由に走行し、土を巻き上げることで雑草が生えにくくなる

という仕組みです。これによって除草剤を使用しない有機農業を実現

します。写真は７日ファーム白谷でのお披露目です。

移動販売スタート

　広報５月号やちゃんねる日南等でもお知らせしてい

た、移動販売が町内の全地域での営業をスタートしま

した。既存のルートに加え山上・阿毘縁・多里を走っ

た移動販売車は、５月に新規ルートのみで110人の方

が食品や日用品を購入されました。買い物に訪れた人

は「車が無くなかなか買い物に行けなかったので嬉し

い。楽しみに待っています。」と笑顔で話しました。

合同会社ひまわり販売スタッフの髙田美樹さんは「近

くに商店が無く困っている人の力になりたい。集合場

所に来ることができない人も求めているサービスだと

思うので、相談をして伺えるようになるといいと思い

ます。」と意欲を見せられました。

「広島建設株式会社」
企業版ふるさと納税感謝状贈呈

　注文住宅や大型建築物の施工・不動産を手掛ける広島

建設株式会社（千葉県柏市）から、企業版ふるさと納税

として410万円の寄附を2月にいただきました。

　贈呈式では同社代表取締役の島田秀貴さんへ、町産材

を使用した木製の感謝状と、同社イメージキャラクター

を天板に刻印した積み木セットを記念品として贈呈いた

しました。いただいた寄附金は町有林への新植活動と、

林業アカデミーの運営に活用します。

　島田さんからは、「日南町の森林整備事業などを通じた未来の森林資源への支援は、日本の林業や木材産業の発

展につながる取り組みだと考えております。また、今回の寄附は林業アカデミーの運営にも支援を拡げさせていた

だきました。未来の日本の林業を支える人財の育成に繋がれば幸いです。建築用の木材は海外からの輸入が大半を

占めている中で、国産材の普及や森林資源の循環活用のために、適切に「木」を使うこと、適切に「木」を育てる

ことを通じた日本の林業の発展への貢献、また、適切な森林管理は土砂崩れなどの自然災害の抑制につながるため、

森林の整備・保全活動はその地域に住まう方々の安心や安全にも寄与できる取り組みだと思い、この取り組みを継

続して行くことを大切にしたいと考えております。木造建築を担う企業として、川下で木材を「使う」需要を築き

上げていくことに加えて、「森林資源の循環」にも注力し、今後も多様な取り組みを続けてまいります。」とメッ

セージをいただきました。

５

13

５

10
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５
７･21･24

阿毘縁りんごリキュール試飲会

　昨年４月に発売したもののすぐに売り切れ、再販を

望む声が多く上がっていたりんごリキュールが今年も

再販されることとなり、試飲会が行われました。開発

に関わった阿毘縁特産グループ代表林冨実代さん（阿

毘縁）は「再販することとなったこのリキュールをた

くさんの人に飲んでもらいたい」と語り、境港市の千

代むすび酒造杜氏の岡空聡さんは「さわやかに飲んで

もらうため果汁を多く配合し、“りんご感”のあるリ

キュールになっています」とこだわりを話しました。

５

８

しまだ ひでき

たかだ

はやし

おかそら さとし

ふ　  み    よ

み　 き



　日野川水系漁業協同組合

から提供を受けた鮎の稚魚

をにちなん十色きりん組の

子どもたちが日野川へ放流

しました。組合理事の福田

一哉さん（生山）から鮎の

生態や自然との関係につい

て説明を聞いた後、園児た

ちはバケツに数匹ずつ分け

てもらった鮎の稚魚を手を

振るなどしながら見送って

いました。漁場副監視長の

平井博之さん（生山）は

「日野川を知って、日野川

とそこに生きる生物を大事

にしてもらいたい。たくさ

ん放流したので６月１日の

鮎釣り解禁日以降“ボウ

ズ”にはならないと確信し

ています。」と話しました。

看護フェア開催

　５月12日の看護の日にちなんで開催した日

南病院での看護フェアでは、玄関で看護師等

がパンフレットやプレゼントを配布して、訪

れた人へ健康に気を付けるよう呼びかけまし

た。当日出迎えた看護師の渡邊聖奈さんと看

護助手の原このみさんは「入院中でも普段の

生活でも自分らしい生活を送っていただける

よう、みなさんの声を聞いて支援できるよう

に心がけています。」「困ったことがあった

ら私たちに気軽に声をかけてください」と話

しました。

５

17

　高齢者・障がい者が安心して生活できる環境にすることを

テーマに開催されたこのイベントは全体で100人を超える参加

者が訪れ、中山間地「まちづくりフォーラム」や文化センター

芝生広場でのノウフクマルシェもにぎわいました。「セルプひ

の」利用者が制作された作品を展示した役場交流ホールでは、

あかり広場にちなんつなでを事務局とするにちなんふくしフェ

スタ実行委員会が主催となり、全国社会福祉協議会副会長　古都賢一さんの講演「共に生きる豊かな地域社会をめ

ざして」や、パネルディスカッション「みんなのまちづくり」などが行われ会場の人々が耳を傾けていました。

にちなん十色 きりん組
鮎の放流

５

16

にちなんふくしフェスタ202425
５

　美術館で準備が進められているガラスの壁画作成のた

め、にちなん十色と日南小学校の子どもたちがアート出

前授業を体験しました。にちなん十色では、長く大きな

紙に園児たちが自由に絵をかき、ガラスの壁画に携わる

アーティストの朝倉弘平さんと楽しそうに話しながら、

走りながら、寝転がりながら自由に描き進めていました。

また、日南小では一人ひとりに画用紙が配られ、クレパ

スや色鉛筆、サインペンなどいろいろな画材を使って作

品作りに取り組みました。描き終わった後には、数人の

児童が朝倉さんから質問されながら作品について説明し、

「桜の花が見える大きな橋」や「空で魚と鬼ごっこをし

ているところ」など、個性豊かな作品ができあがりまし

た。これらの作品をもとに朝倉さんが美術館前のガラス

いちめんにアート作品を制作されます。

まちの話題まちの話題

こども園と日南小で
アート出前授業
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５
28･30

わたなべ

はら

せいな ふくだ

かずや

ひらい ひろゆき

ふるいち

あさくら こうへい

けんいち
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道の駅にちなん出荷者協議会では、道の駅にちなん日野川の郷の直売所に出荷していただける方を募集しています。
野菜だけではなく、加工品・工芸品なども出荷できます。出荷者協議会に新規加入していただくと、たったもカードのま
ち活ポイントを【5,000ポイント】進呈します。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
【入会申込・問合せ】　道の駅にちなん日野川の郷  TEL：82-1707　　役場農林課  TEL：82-1114

出荷者募集中！

Ａ ｌ ｅさん 
ア　ル

このコーナーでは、道の駅にちなん出荷者協議会の活動をご紹介しています。
今回は、動物とお花のアクセサリーを出品されているＡｌｅさんにお話を伺いました。

出荷者協だより vol.１４

　動物とお花をモチーフにしたアクセサリーを制作しています。

　お花は主にドライフラワーとプリザーブドフラワーを使用しています。動物は

ネコのモチーフを中心に、犬やウサギ、クマなど色々な動物で作っています。動

物とお花の組み合わせは可愛くなりすぎてしまうので、どの年代の方でも身に着

けやすく「可愛いけれど控えめに」となるようお作りしています。

Ｑ1 商品について教えてください。

　地元の方の作品を見るのが好きで、買い物に立ち寄る度に色々な商品を見て楽

しませていただいていました。自分がアクセサリー作りを始めたのを機に、日野

川の郷でも販売したいと思い、出品を始めました。

Ｑ2 日野川の郷で販売を始めたきっかけは？

　職場が日南町なので、たったもカードやゴミの分別方法などの日南町独自のシステムに触れる機会があります。

どれも町民の方に寄り添った素晴らしいアイディアが詰まっているなと町民の方とお話をする度感じています。

　ショップまるごととまとさんの「トマトのソフトクリーム」が絶品で色々な方にオススメしていますよ。

Ｑ3 日南町の魅力を教えてください。

ＳＮＳ、インターネットからの投資話に気をつけてください！ vol.24

ル
ブ
ラ
ト
者
費
消

・SNS上には、消費者を信用させるために著名人の画像を無断で掲載しているものが多くあ
ります。SNS上で投資の勧誘を受けた場合は、詐欺を疑いましょう。
・投資資金の振込先が個人名義の場合は詐欺です。絶対に振り込まないでください。
・被害回復が難しいため、安易に投資資金を振り込むことは止めましょう。

　　　

インターネット上で、有名人が出演している投資相談の広告を見かけた。投資額100万円が

1億円に増えたという体験談に興味を持ち、サイトに登録した。

　すると、アシスタントを名乗る人から連絡があり、投資話を持ちかけられた。信用できる

と思い、100万円を振り込んだ。すると後日「100万円では利益が少ない。追加で100万円を

振り込むように」と言われ、別の銀行口座へ振り込んだ。

　さらに「もっと利益が出やすい投資先がある」と連絡を受け、また

別の銀行口座へ800万円を振り込んだ。

　その後、運用状況を確認すると2,000万円の利益があった。資金を引

き出したいと申し出たところ、出金手数料500万円と、税金1,000万円

を支払わないと出金できないと言われた。

保木本 尚子相談員

【アドバイス】

【事例】

日南町消費生活相談窓口（役場住民課）　TEL：82-1112（平日9:00～17:00）
毎月第１水曜日は、専門の消費生活相談員も同席します。
土日は鳥取県消費生活センター（0859‐34‐2648）または消費者ホットライン188

消費者トラブルについてのご相談は…
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個
別
避
難
計
画
と
は

　危
険
が
迫
っ
た

と
き
、
自
分
一
人

で
は
避
難
が
困
難

な
介
護
が
必
要
な

人
や
障
が
い
の
た

め
一
人
で
は
避
難

で
き
な
い
人
、
避

難
に
時
間
が
か
か

る
人
に
対
し
て
、

誰
が
・
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
・
ど
ん
な
手
段

で
・
ど
こ
を
通
り
・
ど
こ
に
避
難
さ
せ
る
か
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
最
適
な
避

難
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
計
画
で

す
。　災

害
が
迫
っ
た
と
き
、
誰
一
人
、
取
り
残

さ
れ
な
い
避
難
を
め
ざ
し
ま
す
。

　日
南
町
で
は
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
対

象
と
な
る
人
に
は
郵
送
で
案
内
と
同
意
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　返
送
さ
れ
た
本
人
ま
た
は
代
理
人
の
同
意

を
も
と
に
、
危
険
度
の
高
い
人
か
ら
優
先
し

て
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　こ
の
計
画
の
中
で
支
援
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
必
ず
し
も
支
援
で
き
る
こ
と
を
保
証
す

る
も
の
で
は
な
く
、
本
人
の
都
合
や
家
族
を

含
む
安
全
を
考
慮
し
て
、
避
難
支
援
を
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。　ま

た
、
支
援
者
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
、
支
援
を
受
け
る
人
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
避
難
計
画
を

順
次
作
成
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

個
別
避
難
計
画
作
成
ま
で
の
流
れ

①
役
場
か
ら
戸
別
避
難
計
画
を
作
成
す
る

　対
象
者
に
制
度
の
説
明

　と
計
画
を
作
成
す
る
こ

　と
へ
の
同
意
書
を
お
送

　り
し
ま
す
。

②
同
意
を
確
認
し
、
避
難

　行
動
要
支
援
者
名
簿
に

　登
録
し
役
場
で
保
管
し

　ま
す
。

③
役
場
職
員
が
対
象
と
な
る
人
へ
の
聞
き

　取
り
調
査
を
行
い
最
適
な
避
難
先
や
避
難
方

　法
を
検
討
し
ま
す
。

④
対
象
と
な
る
人
や
家
族
、
支
援
す
る
人
な
ど

　と
担
当
者
で
話
し
合
い
最
適
な
計
画
を
作
成

　し
ま
す
。

2024年度手話奉仕員養成講習会
　きこえない・きこえにくい人のコミュニケーション支援を行う
「手話奉仕員」を養成するため、講習会を開催します。
内　容 厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムに準じて実施

（1）実技　（2）きこえない人等に関する講義

受講料 2,000円（別途テキスト代が必要です）

申込締め切り 8月21日（水）必着

対　象

とき・ところ・定員

きこえない・きこえにくい人の社会参加に理解と熱意を有する方（高校生以上）
日本語で日常会話ができ、手話言語の学習経験がない方等

【申込み・問合せ】鳥取県中部聴覚障がい者センター　養成講習会（手話）事務局
　　　　　　　　　〒682-0822 倉吉市葵町724-15 
　　　　　　　　　TEL：0858-27-2355　FAX：0858-27-2360

申込方法 郵　送：手話奉仕員養成講習会受講申込書を入れた封筒に「入門編受講申込書在中」と赤で記入し、
　　　　裏面に必ず自分の住所・氏名をご記入ください。
ＦＡＸ：ＦＡＸ送信後、問合せ先へ確認の電話をしてください。
申込フォーム：当協会ホームページまたは、右下のＱＲコードからアクセスしてください。
※定員（40名）を超えた場合は抽選とさせていただきます。ご了承ください。

受講期間
9月5日～令和7年1月30日
　毎週木曜日（21回）

会場

米子コンベンションセンター

時間

19：00～21：00

定員

40名
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　令和６年度より、鳥取県西部地域の医療機関でも無料で婦人科検診を受診
できるようになりました。これに伴い、受診方法が変わります。対象の方に
は無料受診券と案内を個別に送付しておりますので、詳細をご確認ください。
　なお、集団検診でも引き続き受診できます。

【受診方法・流れ】
　①『子宮がん検診・乳がん検診無料受診券』が届く。
　②委託医療機関一覧から、受診を希望する医療機関
　　を選び、電話で予約する。
　③『子宮がん検診・乳がん検診無料受診券』と保険
　　証や身分証明等を持って受診する。
　④検診当日、医療機関で「受診票」を受け取り、問
　　診部分を記入して、検査を受ける。
　⑤６～８週間後に、受診した医療機関から直接結果
　　が返ってくる。

※お願い※
今回お送りした「子宮がん検診・乳がん検診無料
受診券」は７月以降の集団検診を受診される場合
も、忘れずお持ちください。

福祉保健課 

425
主幹保健師

岩佐　詩織
主任管理栄養士

山田　　恵

子宮がん・乳がん検診が受診できる
医療機関を拡大しました！

令
和
６
年
度
の
地
区
保
健
委
員
を
紹
介
し
ま
す

 

地
区
保
健
委
員
は
、
町
内
33
自
治
会
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
現
在

49
名
の
地
区
保
健
委
員
が
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
数
回
の
研
修
会
、
住
民
検
診
の
お
さ
そ
い
や
、
健

康
教
室
の
企
画
等
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。

地
区
保
健
委
員

自
治
会

青
砥
　
慶
幸

河

上

西
村
　
滋
将

福
寿
実

妹
尾
る
み
子

佐
木
谷

久
代
　　

子

福
万
来

新
田
　
智
香

花

口

丸
山
ひ
と
み

三

吉

見
田
砂
由
利

福

塚

名
越
　
　
幸

神
福
上

青
木
久
仁
子

（
敬
称
略
）

豊

栄

福
田
　
張
水

折

渡

加
納
真
由
美

印

賀

佐
藤
　
俊
作

宝

谷

白
根
由
佐
子

菅

沢

上
萩
山

戸
田
佐
奈
枝

西
村
登
代
美

大
柄
　
瑞
穗

上
三
栄

井
川
　
瑞
江

三

栄

松
本
　
由
美

丸

山

絹
谷
千
登
美

梅
林
　
千
惠

宮

内

三
上
さ
ゆ
り

石
橋
加
寿
美

丸
山
　
恵
子

阿
毘
縁

入
澤
　
眞
澄

矢

戸

山
内
紀
代
美

黒
田
　
育
子

多

里

杠
　
　
敦
美

高
橋
　
三
佳

加
藤
真
寿
美

神
戸
上

萩

原

吉
澤
美
津
惠

安
達
美
智
子

上
石
見

木
山
香
代
子

石
田
美
佐
惠

中
石
見

智
下
え
り
子

長
谷
川
み
ゆ
き

神
福
下

白
根
　
京
子

淺
川
　
澄
佳

下
石
見

榎
尾
　
光
子

長
谷
川
延
江

湯

河

松
本
さ
つ
き

中
田
　
早
苗

新

屋

長
尾
　
千
草

石
田
由
香
里

　
霞
　

毛
利
　
裕
嗣

山
本
　
智
恵

生

山

高
橋
　
幸
男

西
谷
壽
美
子

茶

屋

高
橋
　
　
保

島
山
利
恵
子

笠

木

【委託医療機関一覧】

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○

○

○

鎌沢マタニティクリニック
鈴木クリニック
井田レディースクリニック
岩本医院
山陰労災病院
中曽産婦人科医院
母と子の長田産婦人科クリニック
博愛病院
彦名レディスライフクリニック
ミオ･ファティリティ･クリニック
米子医療センター
脇田産婦人科医院
西伯病院
佐々木医院
中国労働衛生協会米子検診所
日野病院

医療機関名 子宮
がん

乳
がん

【問合せ】
役場福祉保健課　保健師
TEL:82-0374
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７
月
の
人
権
・
行
政
相
談
所

【
お
知
ら
せ
】

■
日
時
　
７
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
６
時
〜

■
会
場
　
日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
後
藤
厚
見
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
擁
護
委
員
）

　障
が
い
の
あ
る
人
、
障
が
い
の
な
い

人
、
高
齢
者
、
子
ど
も
に
関
わ
ら
ず
す
べ

て
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チ
ー
ム
と
な
っ
て
協
力
し
な
が
ら
、
風
船

を
使
い
、競
い
合
い
ま
す
。

　み
ん
な
で
協
力
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
　
人
権
セ
ン
タ
ー

　１
０
０
円
で
朝
食
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
７
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　人
権
や
行
政
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で

す
。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
弁
護
士
に
よ

る
「
出
張
弁
護
士
！
な
ん
で
も
相
談
」

が
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
弁
護
士
相
談
を
ご
希
望
の
際

は
、
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
多
数
派

と
少
数
派
）
に
つ
い
て

○
第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　「
風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
仮
称
）」

１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
開
催
中
！

　民
主
主
義
と
は
、
多
数
決
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
物
事
を
決

め
る
多
く
の
際
、
多
数
決
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
数
決
で
決
め
る
こ
と
が

多
い
理
由
は
、
多
く
の
人
が
納
得
し
や

す
い
決
め
方
だ
か
ら
で
す
。
意
見
が
一

致
し
な
か
っ
た
と
き
に
多
数
決
が
採
用

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
に
必
要
な
こ

と
は
、
少
数
意
見
と
の
議
論
を
尽
く
す

こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
、
そ
の
少
数
意

見
を
尊
重
し
、
そ
の
意
見
と
の
妥
協
点

を
、
最
大
限
に
見
出
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
民
主
主
義
の

あ
る
べ
き
姿
で
す
。

　注
意
す
べ
き
は
、
多
数
決
で
決
め
ら

れ
た
こ
と
が
、
絶
対
的
に
正
し
い
、
と

い
う
保
証
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
多
数
派
が
「
普
通
」
と
い

う
考
え
も
誤
っ
て
い
ま
す
。

　Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
（
少
数
者
）
と
い
う
言
葉
は
、
例

え
ば
、
「
ひ
と
は
異
性
を
好
き
に
な
る

の
が
普
通
だ
」
と
か
、
「
性
の
あ
り
方

は
男
と
女
だ
け
」
と
い
う
考
え
の
人
が

多
い
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
）
、
と
い
う
意

味
で
の
多
数
派
に
対
す
る
、
考
え
方
の

上
で
の
少
数
派
な
の
で
す
。

　Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
の
割
合
を
数
値
で

表
す
こ
と
は
、
実
際
に
は
不
可
能
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
当

事
者
の
多
く
は
、
人
に
知
ら
れ
た
く
な

い
、
存
在
を
秘
密
に
し
た
い
、
な
ど
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
気
持

ち
に
な
る
の
か
。
そ
れ
は
、
存
在
を
打

ち
明
け
る
こ
と
で
、
嫌
わ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
、
な
ど
と
悲
観
的
に
考
え
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　こ
の
背
景
に
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
立

場
や
考
え
方
を
理
解
し
て
い
な
い
社
会

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
存
在
が
い
な
い
こ
と
に

さ
れ
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。
「
周

囲
に
存
在
し
な
い
」
、
で
は
な
く
、

「
存
在
に
気
付
い
て
い
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
心
の

性
（
性
自
認
）
や
、
ど
ん
な
人
を
好
き

に
な
る
か
（
性
的
指
向
）
は
、
そ
の
外

見
か
ら
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
知

ら
な
い
だ
け
で
、
「
い
な
い
」
と
思
う

の
は
、
思
い
込
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
性
」
と
は
、
単
純
に
男
性
や
女
性

だ
け
で
な
く
、
多
様
で
あ
る
こ
と
、
す

べ
て
の
人
が
多
様
な
性
の
中
で
生
き
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ

ら
ず
、
他
者
を
尊
重
す
る
上
で
と
て
も

大
切
な
考
え
方
で
す
。
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【問合せ】
鳥取県西部広域行政管理組合　消防局予防課
TEL：0859-35-195４
FAX：0859-35-1961
Mail：yobouka@tottori-seibukoiki.jp

　消防署への届け出が電子メールで送信でき
ます。
　送信データ量は30MBまで可能です。
　消防署に出向く必要がなくなり、受付時間
に関係なく、24時間いつでもどこでも届け出
ることができます。
　電子申請に関する詳細は、鳥取県西部広域
行政管理組合消防局のホームページをご覧く
ださい。

 放送大学は、令和6年10月の入学生を募集してい
ます。
 放送大学では、幅広い世代の8万5千人以上の学生
が、大学卒業や学びの楽しみなど、様々な目的で学
んでいます。心理学・福祉・経済・歴史・文学・情
報・自然科学など、300以上の授業科目があり、テ
レビやインターネットで1科目から学ぶことができ
ます。
　資料を無料で配布していますので、お気軽に放送
大学島根学習センターへご請求ください。放送大学
ホームページでも受け付けています。
●出願期間
　第1回　～8月31日（土）
　第2回　～9月10日（火）
　インターネット出願も受け付けています
●入学説明会・相談会（松江会場）

□日 ８月４日（日）・９月１日（日）
　　いずれも10：00～・14：00～の2回

□場 放送大学島根学習センター
　（松江市白潟本町43 スティックビル4階）

□問 放送大学島根学習センター
　　TEL：0852-28-5500
　　https://www.sc.ouj.ac.jp/center/shimane/

放送大学10月入学生募集募集

　令和6年度海上保安学校学生採用試験及び海上保
安大学校学生採用試験を実施します。
【海上保安学校学生採用試験】※令和7年4月入校
●受付期間　7月16日（火）～7月25日（木）
　　　　　　インターネットによる
●第1次試験　9月22日（日）
【海上保安大学校学生採用試験】
●受付期間　8月22日（木）～9月4日（水）
　　　　　　インターネットによる
●第1次試験　10月26日（土）、
　　　　　　　10月27日（日）

□問 境海上保安部管理課
　　TEL：0859-42-2532

海上保安官募集！募集

　電波は警察や消防・救急、テレビ・ラジオ、ス

マートフォン・携帯電話など、社会のライフライン

に使われています。電波を利用するためには、原則、

無線局の免許と技術基準に適合した無線機器を使用

することが必要です。不法無線局を開設した場合は、

1年以下の懲役または100万円以下の罰金の対象と

なります。不法電波で重要な無線通信を妨害した場

合は、5年以下の懲役または250万円以下の罰金の

対象となり、より重い罪となります。

　暮らしの安心・安全のためには電波はルールを

守って正しく使いましょう。

　中国総合通信局では、不法無線局による混信・妨

害、テレビ・ラジオの受信障害など、電波に関する

困りごとやご相談電話を開設しております。

□問 不法無線局、混信・妨害相談

　　TEL：（082）222-3332

　　受信障害（テレビ・ラジオ）

　　TEL：（082）222-3383

　　電波利用料　TEL：（082）222-3308

　　その他行政相談　TEL：（082）222-3314

電波のルールを守りましょうおねがい

　新見公立大学から健康科学研究科、看護学専攻・
地域福祉学専攻の大学院セミナー開催のお知らせで
す。大学院進学にご興味・関心をお持ちの方はぜひ
ご参加ください。

□日 7月22日（土）　テーマ：中山間地域を考える
　　11月9日（土）　テーマ：看護・福祉を考える

□時 各開催日共通　11:00～12:30

□申・□問 新見公立大学　教務課
　　　　TEL：0867-72-0634
　　　　またはホームページ、
　　　　QRコードから

看護・福祉セミナー開催お知らせ
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　安定した就職を目指す方へハロートレーニングを
お知らせします。
①パソコンスキル実践科
　●内　　容　多様なビジネス文書等の作成や、情
　　　　　　　報処理能力を習得し、実践的なパソ
　　　　　　　コンスキルを身につけます。（ワー
　　　　　　　ド、エクセル、パワーポイント等）
　●訓練期間　８月７日（水）～11月15日（金）
　●場　　所　（株）スペック…米子市灘町
　　　　　　　※無料駐車場あり
　●応募期間　～７月26日（金）正午まで
②Ｗｅｂサイト制作・パソコン活用科
　●内　　容　ホームページのデザイン制作・更新
　　　　　　　及び事務用ソフトウエアを活用でき
　　　　　　　る知識・技術を習得します。（Ｗｅ
　　　　　　　ｂクリエイターエキスパート等）
　●訓練期間　８月16日（金）～11月15日（金）
　●場　　所　（有）米子情報処理センター
　　　　　　　…境港市明治町※有料駐車場あり
　●応募期間　～８月２日（金）正午まで
③ワード・エクセル・パワポを３か月で身につける！
　初歩からのＰＣ科（ｅラーニングＡ）
　●内　　容　ワード、エクセル、パワーポイント
　　　　　　　を用いて多様な文書等の作成ができ
　　　　　　　る能力を習得します。
　　　　　　　（ＭＯＳワード、エクセル）
　●訓練期間　９月1９日（木）～12月18日（木）
　●場　　所　メディクス（有）※この訓練はすべ
　　　　　　　てオンラインで実施します
　●応募期間　～８月19日（月）正午まで
①～③共通
　●募集人員　14名
　●応募資格　就職を希望される方（③はPC環境
　　　　　　　が必要です。また対象者の要件があ
　　　　　　　りますので最寄りのハローワークで
　　　　　　　ご確認ください）
　●受　講　料　無料（テキスト代等の実費は自己負担）
　●参　　考

雇用保険受給資格者で一定の要件を満たす方は、
訓練最終日まで受給期間が延長されます。雇用
保険受給資格者以外の方も一定の要件を満たせ
ば、職業訓練受講給付金を受給しながら受講で
きます。詳しくはハローワークにお問い合わせ
ください。

□申・□問  ハローワーク根雨　TEL：72-0065

ハロートレーニング受講生募集募集

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　税の意義とその役割について、自分で考えたこと
や体験を通じて考えたこと、問題意識を持ったこと
など、自らの言葉で表現しているものであれば、何
でも結構です。
※応募作品は、本人が創作したもので未発表のもの 
　に限ります。盗作や不適切な引用等があった場合
　は、審査対象外になることがあります。
●応募資格　高校生、中等教育学校生（後期課程）
　　　　　　及び高等専門学校生（１～３年生）
●応募期間　～９月６日（金）必着
●提　出　先　　最寄りの税務署
●応募点数　1人1編
●表　　彰　優勝作品には賞状と記念品を贈呈します。
●文　字　数　800字以上1,200字以内
●発　　表　優秀作品は、都道府県名・学校名・学
　　　　　　年・氏名とともに国税庁ホームページ
　　　　　　や国税当局が作成する広報誌等に掲載
　　　　　　するほか、報道機関等に資料を提供す
　　　　　　るなど、広く発表します。
●国税庁ホームぺージ　https://www.nta.go.jp　
　「税の学習コーナー」で検索

税に関する高校生の作文募集募集

　ポリテクセンター米子では、求職者の方を対象に
ものづくりの技能・技術・専門知識を身につける訓
練を行っています。初心者の方も基礎から学べるの
で安心です。また、就職支援のシステムも充実して
います。手に職をつけたい、自分に足りないところ
を身につけスキルアップしたい方におすすめの訓練
です。
≪９月入所生（離職者対象）募集≫
①ビジネススキル講習付住宅リフォーム技術科
　●定　　員　5人
　●訓練期間　９月３日（木）～令和7年３月31日（月）
②産業技術科
　●定　　員　1２人
　●訓練期間　９月３日（木）～令和７年２月28日（金）
③ビル管理技術科
　●定　　員　1２人
　●訓練期間　９月３日（木）～令和７年２月28日（金）
①～③共通
　●募集期間　７月10日（水）～８月1９日（月）
　●見　学　会　８月９日（金）・８月2７日（火）
　●体　験　会　８月７日（水）
　●入所資格　求職中の方
　　　　　　　（電気設備施工科はおおむね55歳未満の方）
　●受　講　料　無料（テキスト代等の実費は自己負担）
　●参　　考

雇用保険受給資格者で一定の要件を満たす方は、
訓練最終日まで受給期間が延長されます。雇用
保険受給資格者以外の方も一定の要件を満たせ
ば、職業訓練受講給付金を受給しながら受講で
きます。詳しくはハローワークにお問い合わせ
ください。

□申 最寄りのハローワーク
　（ハローワーク根雨　TEL：72-0065）

□問 ポリテクセンター米子 訓練課
　　TEL：0859-27-5115

公共職業訓練の受講生募集募集

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止
と犯罪や非行をした人たちの更正について理解を深
め、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会
を築くための全国的な運動です。安全で安心な暮ら
しを叶えるため、自分には何ができるのかを、みな
さんで考えてみませんか。

□問 役場総務課　TEL：82-1111

7月は「社会を明るくする運動」の
強調月間です

お知らせ
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し
む

　
　
　

 

生
　山
　渡
辺
　圭
子

短

　
　歌

行
か
ぬ
の
に
行
け
も
せ
ぬ
の
に
行
っ
た
気
に

　観
た
り
食
べ
た
り
旅
の
番
組

　
　湯
　河
　山
田
　司
郎

物
事
に
こ
だ
わ
り
深
き
御
人
有
り

　執
着
捨
て
ゝ

　肩
の
荷
お
ろ
せ

　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

週
一
の
百
歳
体
操
集
い
た
り

　世
間
話
し
に
花
が
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

薫
風
の
爽
や
か
な
り
し
山
路
を

　汗
を
掻
き
つ
つ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

半
夏
生
青
梅
と
り
て
焼
酎
に

　琥
珀
念
じ
て
口
角
を
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

又
今
日
も
撮
り
鉄
並
ぶ
田
の
辺
り
に

　田
植
え
機
動
く
農
夫
汗
し
て

　
　
　
　
　下
石
見
　佐
伯
み
す
ず

俳

　
　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

沖
縄
忌
骸
の
記
憶
忘
れ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　萩
　原
　岡
本
　健
三

 

さ
く
ら
ん
ぼ
高
値
い
と
わ
ず
仏
前
に

　
　
　
　
　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

 

風
の
来
て
さ
ざ
な
み
ゆ
れ
る
植
田
か
な

　
　
　
　宮
　内
　田
邊
登
志
美

 

水
ば
り
の
木
々
映
え
る
る
青
田
風

　
　
　
　
　
　宮
　内
　舩
越
　裕
子

 

青
鷺
の
ジ
ッ
ト
立
ち
待
つ
鮎
若
し

　
　
　
　
　
　矢
　戸
　和
田
　淑
子

 

ほ
の
ぼ
の
と
五
月
連
休
待
ち
の
ぞ
む

　
　
　
　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

 

母
の
日
や
お
祝
い
く
れ
る
ひ
ま
ご
た
ち

　
　
　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

つ
ば
め
の
子
ヘ
ビ
に
の
ま
れ
て
か
わ
い
そ
う

　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

こ
い
の
ぼ
り
ト
リ
テ
ツ
さ
ん
に
助
け
ら
れ

　
　
　下
石
見
　矢
田
貝
　元

山
里
は
サ
ル･

ク
マ･

イ
ノ
シ
シ
と
せ
め
ぎ
あ
い

　花
　口
　新
田
　祐
士

丑
の
日
は
養
殖
う
な
ぎ
で
お
茶
濁
し

　
　
　
　
　花
　口
　新
田
　祐
士

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　７
日（
日
）・
21
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　場
所：

文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

７
月
の
日
程

両手でスイカを持って
食べる仕草をする。

右手を軽く握り
その手でパタパ
タとあおぐ仕草
をする

広
報
文
芸

「
ス
イ
カ
」

「
夏
休
み（
夏+

連
休
）」

※

夏
は
南
・
暑
い
・
あ
お
ぐ

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

① ② ③
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「広報にちなん」に広告を掲載しませんか？広 告 募 集
　日南町では、自主財源確保の一環として、また、町民のみなさんの暮らしに役
立つ情報の提供や町内事業者等の振興を図るため、「広報にちなん」に掲載する
有料広告を募集します。
　「広報にちなん」は、日南町内の約1,850世帯に配布しており、町内の多く
の方が目にする媒体です。この「広報にちなん」を活用して、企業や商品のPR
をしてみませんか？

広告枠　1枠：縦65mm×横90mm
　　　　2枠：縦65mm×横185mm
掲載料　各号1枠あたり
　　　　町内事業者：3,000円
　　　　町外事業者：5,000円
【問合せ・申込み】
  役場地域づくり推進課　TEL：82-1115

　
６
月
に
入
り
、
日
南
町
役

場
周
辺
の
日
野
川
で
も
多
く

の
鮎
釣
り
の
皆
さ
ん
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
９
日
に
は
毎
年
恒
例
と

な
り
ま
し
た
「
第
４
回
瀬
田

カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
北
九

州
や
岐
阜
と
い
っ
た
遠
方
か
ら

お
越
し
の
方
も
含
め
、
１
１
０

名
の
参
加
が
あ
り
賑
や
か
な
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
前
身
は

「
大
西
満
杯
」
と
し
て
平
成
元

年
か
ら
始
ま
り
、
長
年
愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
35
年
間
継
続
で

き
た
の
は
事
務
局
の
皆
様
、
日

野
川
漁
協
の
皆
様
、
鮎
釣
り

フ
ァ
ン
の
皆
様
の
ご
尽
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
天
然
鮎
の
遡
上
が
好

調
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
ぜ
ひ
日
野
川
で
の
鮎
釣
り

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
野
川
で
多
く

の
釣
り
人
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
日
南
町

と
し
て
適
切
な
森
林
管
理
を
お

こ
な
い
、
豊
か
な
「
森
」
、

「
川
」
を
守
る
循
環
型
林
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

　
日
南
町
長
　
中
村
英
明

令和６年５月末日現在
外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

（令和６年５月11日～令和６年６月10日受付分）
■世 帯 1,855 （−　1）  ■人 口  3,949 （ −　9）

出生　　1（−  2）
死亡　11（−  1）

転入等　6（−  9）
転出等　5（−  8）

■    男 1,882 （−　2）  ■　  女  2,067 （ −　7）

お悔やみ申し上げます
　氏　　名       　　       年　齢　　　　   住　所

ご誕生おめでとうございます
　氏　　名　　　　   届  出  人　　　      住　所 

上　平　紗　弓　　　遼　　　　生　山

坪　倉　卓　美　　 96歳　　　 福寿実
三　森　不二夫　　 91歳　　　 　霞
橘　　　 　香　　 91歳　　　 河　上
中　村　三代子　　 90歳　　　 中石見
西　村　隆　子　　 84歳　　　 下石見
高　橋　 　子　　 94歳　　　 笠　木
高　柴　弘　義　　 88歳　　　 阿毘縁
遠　 　繁　子　　 94歳　　　 宝　谷
三　森　絹　江　　 96歳　　　 三　栄
須　田　秀　和　　 74歳　　　 河　上
實　延　正　昭　　 85歳　　　 多　里
原　　　政　治　　 72歳　　　 三　栄
高　橋　清　治　　 89歳　　　 　霞
田　邊　麗　子　　 91歳　　　 三　栄

ゆみさ

■自然動態 ■社会動態

野焼きは法律で禁止されています！
　ごみを野外で燃やすことは、例外を除き、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により禁止されています。違反した
場合、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金が課せられます。

　上記の場合でも、プラスチック類の焼却など、生活環境の保全上著しい支障を生じる焼却行為は例外となりません。
【問合せ】役場環境エネルギー課　TEL：0859-82-1717　　黒坂警察署　TEL：0859-74-0110

※例外（一部抜粋）
公益上若しくは社会の慣習上やむを得ないもの又は周辺の地域の生活環境に与える影響が軽微であるものとして、
次に掲げる焼却
　・風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な焼却（例：とんど焼きなど）
　・農業、林業等を行うためにやむを得ないものとして行われる焼却（例：稲わら、伐採した木枝の焼却など）
　・たき火その他日常生活を営む上で通常行われる焼却であって軽微なもの　など

～今月の漢字～
町長日誌

可燃ごみ減量チャレンジ
Ｒ６.４月の可燃ごみ量は、
１人１日あたり、 ５３８ｇでした！

上半期 (４～９月 )の目標値は１人１日あたり516g以下です。
目標値まで、あと２２ｇ減量！

　日差しが強く、じっとりと汗をかく季節になってきました。気温は

真夏と比べると高くないように感じますが、暑さに慣れていない

この時期にはつらく感じます。私が趣味で育てている多肉植物た

ちも毎年カリカリに葉焼けしてしまいますから、農家のみなさんの

苦労をちょっとだけ感じている気分です。熱中症に気を付けて、

少しでも体調の変化を感じたら、水分補給や休憩をとって過ごし

てください。

まち未来創造課　広報担当者

編集後記
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　お兄ちゃんの持っているおもちゃが気に

なってハイハイをして向かって行ったり、あ

やしてもらうと「きゃっきゃっ」と嬉しそう

に声を出して笑ってくれます。そうして一緒

に遊ぶのが大好きです。

　音が鳴るおもちゃや、ボールで遊ぶのも大

好きで、音楽が流れだすと両手をパチパチと

合わせて喜んでいます。

　「いつもニコニコ笑顔で場を和ませてくれ

る佑ちゃん。これからも元気でたくましい子

になってね」とご両親。

令和５年５月23日生まれ令和５年５月23日生まれ
　（父）興三さん　（母）敬子さん　（父）興三さん　（母）敬子さん

かたおかかたおか ゆうとゆうと

片岡　佑音 さん【 三吉 】片岡　佑音 さん【 三吉 】

お兄ちゃん
大好き

　「広報にちなん」をより良い広報誌にしていくため、みなさんからのご意見・
ご感想・ご要望などを募集しています。
　ご意見等をお送りいただいた方の中から抽選で、たったもカードのまち活ポ
イントをプレゼントします！

「広報にちなん」へのご意見・ご感想・ご要望をお寄せください！

≪応募方法≫
手紙またはハガキに以下の項目をご記入のうえ、まち未来創造課広報担当へお送りください。
①住所　②氏名　③電話番号　④「広報にちなん」への意見・感想・要望など
送り先：〒689-5292　日南町役場　まち未来創造課　広報担当

500ポイ
ント

プレゼン
ト！


